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北
欧
福
祉
研
究
所
の
中
里
玲

子
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
社
会
の
仕
組
み
に
つ

い
て
学
ぶ
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
（
参
加
費
無
料
）
。

○
と　

き　
　

月　

日
（
水
）

１０

３０

午
後
２
時
〜
３
時　

分
（
午

３０

後
１
時　

分
受
付
開
始
）

３０

○
と
こ
ろ　

サ
ニ
ー
プ
レ
イ
ス

座
間
多
目
的
室

○
対　

象　

ど
な
た
で
も
（
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

を
優
先
）

○
定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

５０

○
申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
直
接
担
当
へ

さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
恐
れ
が

あ
り
、
病
気
を
長
引
か
せ
か
ね

ま
せ
ん
。

　

効
果
的
な
医
療
を
受
け
る
た

め
、
ま
た
、
医
療
費
を
適
正
に

活
用
す
る
た
め
に
も
、
重
複
受

診
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

○
内　

容　

①
地
図
の
変
遷「
絵

図
か
ら
地
形
図
へ
」
②
近
代

地
形
図
へ
の
挑
戦
「
相
模
野

基
線
」
③
そ
の
後
の
国
土
測

量
と
地
形
図
「
戦
後
の
航
空

写
真
と
地
図
作
成
」
④
地
形

図
を
読
む
「
地
形
図
か
ら
地

域
変
化
を
読
み
取
る
」

○
対　

象　

ど
な
た
で
も

○
定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

５０

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
直
接
担
当
へ

　
　

月
５
日
（
火
）
か
ら
住
民

１１
票
に
旧
姓
（
旧
氏
）
が
記
載
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
旧
姓

と
は
、
過
去
に
称
し
て
い
た
氏

の
こ
と
で
、
氏
は
戸
籍
な
ど
に

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

旧
姓
を
記
載
す
る
と
住
民
票
の

写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ

ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
の
全
て
に

旧
姓
が
記
載
さ
れ
ま
す
。な
お
、

旧
姓
を
記
載
で
き
る
の
は
日
本

国
籍
を
有
す
る
方
の
み
で
す
。

◆
手
続
き
方
法

　

住
民
票
に
旧
姓
の
記
載
を
希

望
す
る
方
は
、
そ
の
旧
姓
が
記

載
さ
れ
て
い
る
戸
籍
謄
本
な
ど

か
ら
現
在
ま
で
の
全
て
の
戸
籍

謄
本
な
ど
を
持
参
し
、
住
民
登

録
地
の
市
区
町
村
で
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
旧
姓
が
複
数
あ
る
方

　

旧
姓
が
複
数
あ
る
方
は
、
初

め
て
旧
姓
を
住
民
票
に
記
載
す

る
場
合
に
限
り
、
複
数
あ
る
旧

姓
の
い
ず
れ
か
一
つ
を
任
意
に

選
択
で
き
ま
す
。
そ
の
後
、
現

在
の
姓
が
変
更
し
た
場
合
で
も
、

選
択
し
た
旧
姓
は
そ
の
ま
ま
記

載
さ
れ
続
け
ま
す
が
、
請
求
す

れ
ば
、
直
前
に
称
し
て
い
た
旧

姓
に
変
更
で
き
ま
す
。

　

重
複
受
診
（
同
じ
病
気
で
、

病
院
を
次
々
と
変
え
て
、
多
く

の
医
療
機
関
に
か
か
る
こ
と
）

は
、
医
療
費
が
増
加
す
る
だ
け

で
な
く
、
患
者
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
重
複

受
診
に
よ
り
検
査
か
ら
や
り
直

　

近
代
測
量
１
５
０
年
を
記
念

し
て
、
市
の
重
要
文
化
財
「
相

模
野
基
線
南
端
点
・
中
間
点
」

と
地
図
の
変
遷
に
つ
い
て
学
ぶ

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

①　

月　

日
②　

１１

１２

１９

日
③　

日
④　

月
３
日
い
ず

２６

１２

れ
も
火
曜
日
午
後
１
時　

分
３０

〜
３
時　

分
（
全
４
回
）

３０

○
と
こ
ろ　

①
②
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
座
間
大
会
議
室
③
④

サ
ニ
ー
プ
レ
イ
ス
座
間
多
目

的
室

　

こ
の
訓
練
で
は
、　

月
９
日

１１

（
土
）
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

に
、
利
用
者
か
ら
緊
急
通
報
フ

ァ
ク
ス
（
5
１
１
９
）
を
送
信

し
て
も
ら
い
、
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
が
受
信
確
認
用
紙
を
返
信

し
ま
す
。

　

な
お
、
緊
急
通
報
フ
ァ
ク
ス

の
ご
利
用
に
は
、
事
前
に
登
録

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
担

当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

聴
覚
・
言
語
に
障
が
い
が
あ

る
方
か
ら
の
火
災
、
救
急
な
ど

の
要
請
に
迅
速
・
的
確
に
対
応

す
る
た
め
に
、
「
海
老
名
市
・

座
間
市
・
綾
瀬
市
消
防
指
令
セ

ン
タ
ー
」
に
緊
急
通
報
フ
ァ
ク

ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
緊
急
通
報
フ
ァ
ク
ス
に
円

滑
に
対
応
す
る
た
め
、
緊
急
通

報
フ
ァ
ク
ス
１
１
９
番
緊
急
通

報
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
で
は
、
希
望
す
る

団
体
へ
同
講
座
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
担
当
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　
　

月　

日
（
水
）

１１

１３

午
前　

時
〜　

時　

分
（
午

１０

１１

３０

前
９
時　

分
受
付
開
始
）

３０

○
と
こ
ろ　

栗
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

○
定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

４０

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
方
法　
　

月　

日（
火
）

１１

１２

ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
担
当
へ

※
車
で
の
来
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
な

ど
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
認
知
症

を
理
解
し
、
地
域
で
認
知
症
の

方
を
見
守
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
」
の
養
成
講
座
を
開
催
し

ま
す
。認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、

認
知
症
の
知
識
を
知
人
に
広
め

た
り
、
必
要
な
方
に
関
係
機
関

を
紹
介
し
、
自
分
の
で
き
る
こ

と
を
無
理
の
な
い
範
囲
で
行
い

ま
す
。同
講
座
の
修
了
者
に
は
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
目
印
と

な
る
腕
輪「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」

を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
の
機
器
更
新
作
業

に
伴
い
、
同
シ
ス
テ
ム
を
利
用

す
る
次
の
業
務
を
行
う
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
と　

き　
　

月　

日
（
金
）

１０

１８

午
後
４
時　

分
か
ら

３０

○
停
止
す
る
業
務

　

　●
 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

関
す
る
手
続
き
（
交
付
、
転

入
に
伴
う
継
続
利
用
、
券
面

事
項
の
更
新
、
暗
証
番
号
変

更
、
申
請
書
の
再
発
行
、
電

子
証
明
書
の
発
行
な
ど
）

　

　●
 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に

関
す
る
手
続
き
（
転
入
に
伴

う
継
続
利
用
、
券
面
事
項
の

更
新
、
暗
証
番
号
変
更
）

　

　●
 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
お

よ
び
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

を
利
用
し
た
転
入
・
転
出
手

続
き

　

　●
 

海
外
転
入
や
最
終
住
民
登

録
地
で
職
権
消
除
に
な
っ
た

方
の
転
入

　

　●
 

外
国
人
住
民
の
方
で
新
た

に
中
長
期
在
留
者
と
な
っ
た

場
合
の
届
出

　

　●
 

転
出
取
消
ま
た
は
転
出
証

明
書
の
再
発
行

　

　●
 

住
民
票
の
写
し
の
広
域
交

付

　

　●
 

出
生
な
ど
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
初
め
て
記
載
さ
れ
る
方
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
の
住
民

票
の
写
し
の
交
付

担
当 

国
保
年
金
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
6
7
2

 

5
0
4
6（
2
5
2
）7
0
4
3

重重
複複
受受
診診
をを
見見
直直
しし
まま
しし
ょょ
うう

 
介
護
講
演
会

スス
ウウ
ェェ
ーー
デデ
ンン
のの
介介
護護
かか
らら
〜〜
社社
会会

的的
取取
りり
組組
みみ
とと
介介
護護
のの
工工
夫夫
〜〜

担
当 

介
護
保
険
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
0
8
4 

 

5
0
4
6（
2
5
2
）8
2
3
8

 
市
民
自
主
企
画
講
座

市市
民民
とと
学学
ぶぶ

座座
間間
のの
歴歴
史史
・・
文文
化化
財財
講講
座座

担
当 

生
涯
学
習
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）8
4
7
2

 

5
0
4
6（
2
5
2
）4
3
1
1

担
当 

介
護
保
険
課　
　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
0
8
4

 

5
0
4
6（
2
5
2
）8
2
3
8

認認
知知
症症
ササ
ポポ
ーー
タタ
ーー
養養
成成
講講
座座

住住
民民
基基
本本
台台
帳帳

ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
シシ
スス
テテ
ムム
のの
停停
止止

担
当 

戸
籍
住
民
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）8
0
8
3

 

5
0
4
6（
2
5
5
）3
5
5
0

旧旧
姓姓
（（
旧旧
氏氏
））
がが
併併
記記
可可
能能
にに
〜〜
住住

民民
票票
とと
ママ
イイ
ナナ
ンン
ババ
ーー
カカ
ーー
ドド
〜〜

担
当 

戸
籍
住
民
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）8
0
8
3

 

5
0
4
6（
2
5
5
）3
5
5
0

「「
緊緊
急急
通通
報報
フフ
ァァ
クク
スス
１１
１１
９９
番番
」」

緊緊
急急
通通
報報
訓訓
練練

担
当 

消
防
管
理
課　

1
0
4
6（
2
5
6
）2
2
1
1

 

5
0
4
6（
2
5
6
）2
2
1
5

座
間
多
目
的
室

○
対　

象　

ど
な
た
で
も

○
定　

員　

１
０
０
人

○
参
加
費　

無
料

○
申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
直
接
担
当
へ

　

「
若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

の
母
と
生
き
る
」
の
著
者
で
あ

り
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

岩
佐
ま
り
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
と

高
齢
者
の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病

の
違
い
や
介
護
の
実
態
を
学
ぶ

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　
　

月　

日
（
金
）

１１

１５

午
後
２
時
〜
３
時　

分
（
午

３０

後
１
時　

分
受
付
開
始
）

３０

○
と
こ
ろ　

サ
ニ
ー
プ
レ
イ
ス

担
当 

介
護
保
険
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
0
8
4

 

5
0
4
6（
2
5
2
）8
2
3
8

家家
族族
介介
護護
講講
演演
会会


